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あなた、 
難しい顔してるけど 
どうしたの？ 
また、昨年の稲の 
作柄のことで 
悩んでいるんでしょう。 

ああ、昨年は 

天候不順の影響で、 

特に品質が悪かったからね 

もし、今年も同じ天候が 

続くようだと、経営的にも 

大きなダメージになるぞ。 

こんにちは、 
共太さん。 
２人で何を 
話してたの？ 

品質を維持するのって 
すごく大変なことだよね。 
そうだ、共太さん、済子さん。 

品質方式って聞いたことある？ 

品質方式？ 
･･･聞いたことないな？ 

品質方式は 

水稲共済の引受方式の一つだよ。 

特徴として、収穫量の減収に加えて、 

品質低下を伴う生産金額の減少を 

補償している方式なんだ。 

じゃあ、昨年度の格落ちも 

共済金がもらえたかも 

知れないのね。 

もう少し品質方式について 

詳しく教えてくれないかしら。 

青未熟粒 奇形粒 発芽粒 斑点米 死米 

冷害 干害 風害 病害虫 異常高温 

品質の低下（被害粒等） 収穫量の減収 

共済金額の減少が発生 共 済 金 

品質方式って 
なぁに？ 

～品質方式 虎の巻～ 

品質方式 その一 ～被害の発生から共済金支払いまでの流れ～ 

収穫量の減収や 

品質低下を 

もたらす 

主な気象災害 

やあ。 

実はここ２、３年 

天候不順のせいで、 

やけに米の等級落ちが 

目立つようになってね。 

その話さ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質方式に関するお問い合わせ 下越農業共済組合 農産課 0254-33-3903（直） 

災害により１割以上の生産金額の減収が発生 

９
割
補
償 

７
割
補
償 

～一筆方式と品質方式の損害のとらえ方～ 

※平年的な生産金額とは、過去の平年的な収穫量と出荷等級比率 
により算定した金額です。 

一
筆
ご
と
の
平
年
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量 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
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補
償
部
分 

未補償 
部分 農

家
ご
と
の
平
年
的
な
生
産
金
額 

品質方式 その二 

 

～一筆方式と品質方式の補償の最高額～ 

品質方式 

品質方式 

品質方式 その三 

② 
 

一筆（ほ場）単位で損害をとらえます 

災害により２割以上の収穫量の減収が発生 

農家単位で損害をとらえます 

ここまでの説明だと 

品質方式のメリットしか 

見えてこないな。 

本当はデメリットの 

部分もあるんじゃないの？ 

それぞれの 

方式の特徴を 

理解しておくこと 

が大事だね。 

済子さん。左の図を見比べて、 

何が違うか解るかな？ 

あっ、分かった！ 

補償する割合が違うんでしょう。 

う～ん。 

もしかして、２つの方式では 

補償する対象が違うんじゃないかな？ 

例えば、収穫量やお金とか。 

加入方式ごとのメリットやデメリットは、災害の発生態様や耕地の数、面

積などに違いがあるため一概には言えませんが、おおよそ次の傾向が

あります。 
 
病害虫や土砂流入など局所的に発生する災害では、一筆単位ご 

とに補償する一筆方式では支払われても、農家単位で評価する 

品質方式では支払対象にならない場合があること。 
 
冷害や台風、干害など広域的に発生する災害では、一筆方式よ 

りも品質方式の方が補償の水準が高いため、共済金の支払い 

が多くなる傾向があること。 

災害により1 割以上の生産金額の減収が発生 

一筆方式 

一筆方式 

①  
 

正解。じゃぁ今度は共太さん。 

済子さんが答えた他に気づいた所は？ 

そのとおり！ 

共太さん、いい所に気がついたね。 

実はその一筆方式では、ほ場一筆ごとの 

「収穫量」を補償しているのに対して、 

品質方式では農家ごとの 

「生産金額」を補償しているんだよ。 
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